
 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月５日に５年１組、６日には５年２組が帯広市児童会館へ行って

きました。本来であれば、５年生は「宿泊学習」として１泊２日で行く

予定でしたが、新型コロナウイルス感染対策として、昨年度に引き続き

日帰りでの実施となりました。 

 宿泊はなかったものの、子どもたちは楽しみにしていた理科実験に興味津々で臨んで

いました。学校とは違った環境の中で、より専門的な実験等に触れたことで、ものごと

を科学的にとらえる力が一層育ってくれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 約２週間後の来月３日、４日の２日日程で修学旅行が予定されてい

ます。先月の緊急事態宣言の影響で延期・再設定となったところです

が、今後新型コロナウイルスの感染者数が増加しないことを願うばかり

です。 

 計画段階で感染者数が多かった札幌方面は避け、今年度は旭川・富良

野方面に出かけます。様々な制度の支援を受けて、通常は２台のバスで向かうところ、

密を回避するため４台にしていただいています。可能な限りの感染予防を行いながら旅

行を進めていく予定です。 

 災害や事故などに気を付ける他、帰校後の健康観察にも留意します。 

 ６年生の保護者様におかれましては１０月１１日に配付いたし

ました同意書を２１日までに提出いただくとともに、内容をよく

ご覧になり、ご家族を含めた健康管理にご留意いただきたいと思

います。 

（活動する子） 

（感動する子） 

（表現する子） 

https://www.irasutoya.com/2015/12/blog-post_97.html
https://illustrain.com/?p=26385
https://illustrain.com/?p=29684


 

 ３年生の総合的な学習の時間では、

近隣にいる昆虫や植物の他、土(土壌)

等、自分自身で目的をもって調べ学習

を行っています。本校と帯広競馬場の

間にある西町公園を主に探検場所とし

て学習を進めています。 

 また、北海道教育大学釧路校の境教

授とオンラインでつながり、子どもた

ちが調べた疑問に思ったことなどにつ

いて、遠隔授業の形式で答えていただ

きました。余談ですが、境教授は啓西小学校の卒業生でもあります。写真にもあります

ようにどの児童も真剣な眼差しで取り組んでいました。 

 

 

 

 帯広市都市計画課様と十勝バス様のご協力をいただき「交通環

境学習」実施しました。身近な交通について知り、環境にやさし

い公共交通への理解を深めることを目的にしています。 

【実際の講座内容】 

①バス乗車体験で使用する模擬硬貨をハサミで切る。 

②市内を運行するバスに関することやバスの乗り方について学ぶ 

③帯広の路線バスをイメージしたすごろくで遊ぶ 

④ＢＤＦバス(てんぷら油で動くバス)乗車体験 

⑤帯広駅バスターミナル見学 

 身近にありながらあまり乗ることの少ない路線バスに乗るよい機会となりました。 

 

 

 

子どもの詩「サイロ」 １０月号 （№７４２） 

☆入 選 ３年  

☆準入選 ３年  

☆準入選 ３年  

 

 

 

 

 

○学校力向上に関する総合実践事業への取組 

 本事業は、平成２８年度～令和２年度(昨

年度)まで、本校が北海道教育委員会の指定

を受けて、包括的な学校改善を推進すべく進

めてまいりました。 

 今年度からは、啓西小、広陽小、西陵中の

３校で地域指定という形をとり進めていくこ

ととなりました。地域中核校が広陽小学校、

地域指定校が本校と西陵中学校となります。

先日開催された地域協議会では、本エリアの

学びの系統性を確認するため、「学習規律」

や「生活のきまり」等について話合いました。 


